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2023 年 3 月 27 日 

神奈川県立神奈川工業高等学校 

学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

清水建設株式会社 

 

日本初、『次世代建築リーダー育成コンソーシアム』を設立 

～産学連携により 7 年間の人財育成プログラムを提供～ 
 

 

 神奈川県立神奈川工業高等学校(校長：片受健一、以下「神奈川工業高校」)、学校法人小山学園 専門

学校東京テクニカルカレッジ(理事長：山本匡、校長：白井雅哲、以下「東京テクニカルカレッジ」)、   

清水建設株式会社(社長：井上和幸、以下「清水建設」)の三者は建設業の基盤維持に寄与することを    

目的に、『次世代建築リーダー育成コンソーシアム』の設立に合意し、本日、産学連携協定を締結しまし

た。このコンソーシアムにより、4 月から建築リーダー（※施工管理技術者）育成のための 7 年間の人財

育成プログラムを学生に提供し、建築リーダーの育成に努めてまいります。 

 『次世代建築リーダー育成コンソーシアム』は、三者でスタートいたしますが、日本国内各地の工業

高校・専門学校・建設会社から参画を募ると共に、産学連携の後押しをし、施工管理技術者育成の輪を

拡げていきます。そして、一人でも多くの施工管理技術者を社会に送り出すことで、社会的責務を果た

していく考えです。 

※施工管理技術者：建設工事が計画通りスムーズに進むように様々な面で管理・監督する国家資格を有する技術者 
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１）本コンソーシアム設立の背景と動機付け 

日本国内では年間 60兆円超の建設投資が続いており、大都市圏では大規模な建設プロジェクトが目白

押しの状態ですが、プロジェクトを管理する建築リーダー (施工管理技術者)を志す学生は減少傾向に 

あり、将来に亘る技術者の供給不足、いわゆる「担い手不足」が顕在化しています。これを裏付けるよう

に、清水建設の採用活動においても、施工管理技術者計画数の確保はできているものの、応募者数は 5年

前に比べて 2 割程度減少しています。また、需給バランスひっ迫の折、即戦力となるキャリア採用も   

容易ではなく、こうした傾向は企業規模や地域による例外はありません。 

一方で、工業高校や専門学校の建築系学科に進学する学生には、「建築の職種 ＝ 建築士」というイメ

ージが定着しており、入学時点で「施工管理技術者」を志す学生はほぼゼロに等しい状況です。しかし 

ながら、入学後、プロジェクトの管理を行うリーダーである「施工管理技術者」の職種を理解すると、 

その魅力から多くの学生が「施工管理技術者」を希望するという現状があります。 

そこで三者は、学生の職業観や施工管理技術者の認知度等を分析・勘案し、施工管理という仕事に対す

る理解促進と必要なスキルおよびマインドの修得支援が、日本の施工管理技術者不足に対応し建設業の

基盤維持に寄与するものと考え、本コンソーシアムの設立を決意するに至りました。 

 

２）人財育成プログラム内容 

設立時に三者で実施する７年間の人財育成プログラムでは、神奈川工業高校建設科の１年次に施工管

理技術者に必要な基本的素養、２・３年次から東京テクニカルカレッジ建築監督科の１～４年次で施工

管理技術者に必要な専門力、企業人・社会人としての基本的能力を段階的に修得するための学習を提供

していきます。 

年次 高校１年 

(１年目) 

高校２年 

(２年目) 

高校３年 

(３年目) 

専門１年 

(４年目) 

専門２年 

(５年目) 

専門３年 

(６年目) 

専門４年 

(７年目) 

主として

育成すべ

き能力等 

施工管理技術

者に必要な基

本的素養 

・施工管理技術者とし

ての専門力の基礎 

・企業人・社会人として

の基本的能力の基礎 

・施工管理技術者としての専門力 

・企業人・社会人としての基本的能力 

連携及び

協力して

実施する

具体的取

組例 

施工管理技術

者に関する現

場見学、講話

及び講座等 

・インターンシップ 

・デュアルシステム 

・会社見学(現場見学) 

・課題研究 

・インターンシップ 

・会社見学(現場見学) 

・課題研究 

また、こうした一貫教育の実施・提供に向け、両校は神奈川工業高校から東京テクニカルカレッジへの

円滑な進学を図る制度を整備するとともに、学費支援等を含めた学習環境を提供します。 

一方、参加企業として清水建設が担う役割は、教育プログラムの開発支援及び教育現場・学生の就職活

動の支援です。プログラムの開発では、施工管理技術者に求められる素養、能力等に関する情報を提供。

教育現場では、神奈川工業高校の生徒に対しては施工管理技術者の生の声による職業観の理解促進、現

場・ 会社見学、職業体験を行う機会の提供。東京テクニカルカレッジの学生に対してはメンタリングや

インターンシップ、研究の課題提供・指導等を行います。最終的には、プログラムを終了した学生の採用

支援やグループ企業、取引企業などへの推薦等を行い、就職活動を支援します。 
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３）本コンソーシアムの特長 

 教育機関が連携して新たな教育プログラムを学生に提供するだけにとどまらず、学生を採用する側の

企業が参画していることが大きな特長です。学生は教育プログラムの中で施工管理技術者の生の声を 

聞くことができ、かつ職業体験もできることで、施工管理という仕事に対する理解を一層深めることに

繋がります。また、就職活動時に企業側から支援が得られるのは学生にとって大きなメリットです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）本コンソーシアムの発展の方向性 

  施工管理技術者不足は、地域や企業規模を問わず、切実な問題になりつつあります。一方、建築学科

を設置している工業高校や専門学校は各地に所在しているものの、施工管理技術者の育成に重点を 

置いた教育カリキュラムを提供している学校は皆無に等しいといっても過言ではありません。そこで、

本コンソーシアムは各地の工業高校、専門学校の参画を受け入れると共に産学連携の後押しをし、７年

間の人財育成プログラムを提供することで、より多くの施工管理技術者を社会に送り出すことを目指

します。 

 

 

 

 

 

１）三者の概要と役割 

①神奈川県立神奈川工業高等学校（横浜市神奈川区） 

 本校は、1911（明治 44）年に旧文部省により設置・開校された神奈川県で最初の工業学校です。その

後、1948（昭和 23）年には、新制に移行し、「神奈川県立神奈川工業高等学校」と改称され、2022（令和

４）年で 111 周年を迎えた県内で最も伝統ある工業高校です。 

近年では、2022 年度に、神奈川県教育委員会より「ＳＴＥＡＭ教育研究推進校」に指定されており、

産学連携を教育課程に位置付けるなど、「実社会との繋がりを意識した神工 STEAM 教育」の研究・開発・ 

補 足 
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実践を行っており、超スマート社会や国際社会に対応した「新たな工業教育」に取り組んでいます。また、

同じく 2022 年度には、神奈川県教育委員会主催「神奈川部活ドリーム大賞」において、「グランプリ」

を受賞するなど、部活動も盛んな高校です。 

本校建設科を卒業し、就職する生徒の９割近くが「施工管理技術者」に就いているにもかかわらず、入

学時点では「施工管理技術者の存在すら知らない。」という「施工管理技術者の認知度の低さ」という現

状があります。本コンソーシアムに参画する事により、中学生やその保護者に向け「施工管理技術者」を

今以上に認知してもらい、建設業界の基盤維持に寄与したいと考えています。 

 

②学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ（東京都中野区） 

小山学園は、東京工科自動車大学校 3校(中野・世田谷・品川)と東京テクニカルカレッジの 4校を運営

する学校法人です。学園理念に「高い技術力」と「豊かな人間性」を備えたプロフェッショナルを育成し

社会に貢献することを掲げ、設立以来 53 年にわたり 4 万人を超える専門人材の育成に努めてきました。 

 こうした学園の中、東京テクニカルカレッジは、建築・IT・バイオ環境分野に専門人材を育成すべく

11 学科を擁し、日々職業教育に邁進しています。 

建築監督科は清水建設株式会社の協力を仰ぎ、日本で唯一の施工管理技術者育成に特化した学科と 

して 2010年 4月設置。これまで卒業した学生の約95%が大手建設会社に入社する実績を誇っています。 

 今後、これまで培ってきた専門人財育成のノウハウを本コンソーシアムに提供することで、建設業界

の基盤を維持するために、さらに貢献して行きたいと考えています。 

 

③清水建設株式会社（東京都中央区） 

1804 年創業の大手ゼネコン。「建設事業（建築、土木）」を柱に世界中で事業を展開しており、2022 年

度の売上高はグループで 1 兆 9,600 億円。単体で 1 兆 5,600 億円を見込みます。建築の売上比率が    

高く、毎年、100 名前後の施工管理技術者を採用し、こうした技術者が世界各地の工事現場で活躍して 

います。現在、江東区潮見に次世代の人財育成を担う自社施設「潮見イノベーションセンター(仮称)」を

建設中。 

建設業界では、施工管理技術者はもとより、熟練技能工の将来的な不足、いわゆる「担い手不足」が 

懸念されており、この問題が深刻化すると建設業の基盤を揺るがしかねません。そこで、一人でも多くの

施工管理技術者を社会に送り出すことが大手建設会社の社会的責務と考え、本コンソーシアムへの参画

を意思決定しました。 

 

２）施工管理技術者について 

 ①職能と資格 

 ・建設工事が計画通りスムーズに進むように、品質・コスト・工程・安全・環境等の面で工事を 

管理・監督する国家資格を有する技術者 

 

②人材不足の状況 

建設投資の伸び率に比べて、監理技術者（施工管理技術者）の人数増加が伸び悩んでいる。 
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③魅力と必要性 

・施工管理技術者(国家資格)は原則１プロジェクトしか担当(登録)できない（希少性の高さ） 

  ・どんな時代にも、建造物がある限り仕事がなくなることがない（安定性の高さ） 

・仕事の成果が形に残り、人々に影響を与え続ける価値ある仕事（影響力の強さ） 

・大きなチームのまとめ役となる手応えのある仕事（自己肯定感の強さ） 

・社会に貢献していることが身をもって実感できる仕事（社会貢献度の高さ） 

                                                              

以上 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

建設投資 42.1 42.4 48.3 47.5 56.6 58.7 61.3 61.8 62.5 60.9 62.7 67.0

監理技術者 66.7 66.8 66.5 66.3 66.3 66.9 67.8 68.0 67.9 67.7 68.6 68.8

年度
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建設投資の動向と監理技術者資格者証保有者数の推移

建設投資 監理技術者(兆円/万人)

〈本件に関する問い合わせ先〉 

■神奈川県立神奈川工業高等学校 

〒221-0812 神奈川県横浜市神奈川区平川町 19-1 

進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽｸﾞﾙｰﾌﾟ 川上 栗山 

（E-mail : kawakami-s@pen-kanagawa.ed.jp） 

問い合わせ先電話番号 : 045-491-9146 

 

■学校法人小山学園 （専門学校東京テクニカルカレッジ） 

〒164-8787 東京都中野区東中野 4-2-3  

広報本部 影山 石川 (E-mail：m.ishikawa@ttc.ac.jp)  

問い合わせ先電話番号：03-3360-8855 

 

■清水建設株式会社 

〒104-8370 東京都中央区京橋 1-16-1  

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｺﾐﾕﾆｹｰｼｮﾝ部 今村 (E-mail：hideo@shimz.co.jp)  

問い合わせ先電話番号：03-3561-1186 

mailto:kawakami-s@pen-kanagawa.ed.jp

